
様式２５

地下水採取量報告書

○年 ○月 ○日  

（あて先）札 幌 市 長

〒０００－０００１

届出者 住  所 中央区北○条西×丁目１－２

氏  名 株式会社 ○×ビルディング 

         代表取締役社長 札幌 太郎

（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

電話番号 １２３－４５６７

 札幌市生活環境の確保に関する条例第１１４条の規定により，△年度の地下水の採取量について，

次のとおり報告します。

揚 水 施 設 の

設 置 の 場 所

設置されている

建 物 等 の 名 称
○×ビルディング

所 在 地 中央区北○条西×丁目１－２

井戸番号 NO.1 NO.2 還元井 

４ 月 ６７７ m3 ７１８ m3 １ m3

５ 月 ６６２ m3 ５６８ m3 １１４ m3

６ 月 ９２９ m3 １１２５ m3 ３１２ m3

７ 月 １０９９ m3 ９０７ m3 ４２８ m3

８ 月 １３６７ m3 １２２２ m3 ４２９ m3

９ 月 ７１８ m3 ８０２ m3 ５４ m3

１０ 月 ５８４ m3 ６１８ m3 ０ m3

１１ 月 ９０３ m3 ８６０ m3 ０ m3

１２ 月 ６４３ m3 ７５４ m3 ０ m3

１ 月 ９１８ m3 ８２８ m3 ０ m3

２ 月 ５６９ m3 ６４６ m3 ０ m3

３ 月 ６７０ m3 ８１７ m3 ０ m3

合計(ｍ３) ９７３９ m3 ９８６５ m3 １，５３８ m3

届出水量m3 

（Ａ）

採取水量m３

（B）
還元水量m3 

（Ｃ）

差引水量差m3

（Ａ―Ｂ）

１７，７３３ １９，６０４ １，３３８ －１，８７１

担当者及び

連 絡 先

中央区北△条西◇丁目３－４

株式会社○×設備工業 山川 海子 電話番号 ９８７－６５４３

注１ 届出水量には，揚水施設設置（使用・変更）届によって届け出た地下水の使用水量の年間使

用量の合計を記入してください。

 ２ 採取水量には，各井戸（還元井を除く。）の合計水量を記入してください。

備考 この様式により難いときは，この様式に準じた別の様式を使用することができる。
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(5) 地下水採取量報告書（条例 114 条）〔様式２５〕の記載要領 

地下水採取者は毎年４月末日までに，前年度の地下水採取量を報告してください。還元井を設置し

ている場合は，その還元水量も報告してください。 

  ＊１ 届出者 

     原則として，個人営業の場合は事業主の氏名，住所及び電話番号を，法人の場合は法人の名

称，代表者の氏名，住所及び電話番号を記載してください。 

  ＊２ 報告年度 

     地下水採取行為が行われていた年度を記載してください。 

  ＊３ 設置されている建物等の名称 

     揚水施設を設置しているビル・建物の名前を記入してください。 

  ＊４ 所在地 

     揚水施設を設置しているビル・建物の住所を，区から枝番まで記入してください。 

  ＊５ 井戸番号 

     届出している井戸の番号を全て記入してください。還元井を設置している場合は，還元井と

記入してください。 

  ＊６ 月ごとの地下水採取量及び還元水量 

     井戸別に月ごとの地下水採取量を記載してください。還元井の場合は，水量測定器で測定さ

れた見かけ上の還元水量から，オーバーフロウによる放流水量を除いた値を記載してください。 

  ＊７ 地下水採取量合計 

     月ごとの地下水採取量もしくは還元水量を合計し，井戸別の年間地下水採取量を算出してく

ださい。 

  ＊８ 届出水量等 

    (1) 届出水量 

       届出上の年間地下水採取量合計を記載してください。具体的には，様式２２の別紙２「地

下水の用途及び使用水量」における年間使用水量の合計を記載してください。 

    (2) 採取水量 

       当該報告年度について，全ての井戸の年間地下水採取量を合計したものを記載してくだ

さい。 

    (3) 還元水量 

       当該報告年度について，全ての還元井の年間還元水量の合計を記載してください。 

    (4) 差引水量差 

       届出水量から採取水量を引いたものを記載してください。 

  ＊９ 担当者及び連絡先 

     当該報告について，札幌市側からの，質問等の窓口となる担当者名及び連絡先を記載してく

ださい。なお，この部分については，記入する義務はありませんが，事務処理の円滑化のため

に，記入するようお願いします。 


